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第
八
十
一
号 

 
憲
法
改
正
を
考
え
る
自
由
民
主
党
愛
知
県
議
員
連
盟
発
足 

三
月
二
十
三
日
愛
知
県
庁

に
お
き
ま
し
て
、
憲
法
改
正

を
考
え
る
自
由
民
主
党
愛

知
県
議
員
連
盟
（略
し
て
、

憲
法
改
正
を
考
え
る
議

連
）の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
に
は
、
直
江
弘
文
県

会
議
員
（港
区
・九
期
）に

ご
就
任
頂
き
、
副
会
長
に

は
水
野
富
夫
県
会
議
員

（清
須
市
、
北
名
古
屋
市
、

西
春
日
井
郡
・九
期
）を
筆

頭
に
、
県
内
各
地
の
実
力

者
を
配
す
強
力
な
布
陣
で

の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
も
、
自
民
党
に
所
属

す
る
全
て
の
県
議
が
参
加

と
い
う
素
晴
ら
し
い
立
ち

上
が
り
で
す
。 

自
民
党
の
議
員
連
盟
は
県

議
会
内
に
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
全
員
入
会
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ま
で
私
学
議
員
連

盟
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
極
め
て
異
例
な

こ
と
で
す
。 

そ
れ
ほ
ど
議
員
の
皆
さ
ん

が
、
今
の
日
本
国
憲
法
を

考
え
直
す
と
き
に
き
て
い
る
、

と
真
剣
に
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。 

設
立
総
会
で
は
、
憲
法
改

正
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「世
界
は
変
わ
っ

た
、
日
本
の
憲
法
は
？
」
十

分
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
視
聴

頂
き
ま
し
た
。
「大
変
わ
か

り
や
す
い
」
や
「憲
法
改
正

の
波
が
来
て
い
る
」
な
ど
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
三
十
回 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

三
月
二
十
七
日(

日) 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

●
会
場 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点

南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

●
参
加
者
数 

五
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い

て
」…

寒
さ
も
だ
い
ぶ
和
ら
ぎ
、
春
を
感
じ
る
天
候
の
中
「自
主
憲
法
制
定
」
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
「現
行
憲
法
で
は
緊
急
事
態
条
項
は
無
く
、
大
震
災
の
よ
う
な
有
事
の
際
に
混
乱
を
ま
ね
く
恐
れ

が
強
い
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
為
に
も
憲
法
に
根
拠
規
定
を
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
な

ど
の
主
旨
で
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
時
間
を
多
く
使
い
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
夏
に
実
施

さ
れ
る
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
憲
法
改
正
を
争
点
に
し
て
い
く
た
め
に
は
私
達
、
国
民
が
声
を
挙
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や
憲
法
を
改
正
し
た
ら
戦
争
が
起
き
る
な
ど
と
い
う
根
拠
の
無
い
批
判
を
乗
り

越
え
て
、
次
世
代
の
日
本
人
の
為
に
憲
法
を
自
分
た
ち
の
手
で
新
し
く
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な

ど
を
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
少
人
数
で
す
が
、
私
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
る
方
や
話
し
か
け
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
九
条
二
項
の
問
題
な
ど
を
直
接
お
話
で
き
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
意
味

あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

四
月
二
十
四
日
（日
）●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲

法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

※

終
了
後
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
付
近
の
喫
茶
店
に
て
行
う
予
定
で
す
。 

 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
（kak

e
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加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

ま
た
、
西
三
河
の
県
議
か
ら
、
「後
援
会
旅
行
会
の
車
中
で
、
見
て
頂
き
た
い
の
で
8
本
貸
し
て
欲
し
い
」
と

う
嬉
し
い
申
し
出
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

五
月
に
は
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
を
講
師
に
お
招
き
し
て
の
第
一
回
勉
強
会
の
企
画
も
進
行
中
で

す
。
自
民
党
の
愛
知
県
議
会
議
員
は
、
全
員
が
憲
法
改
正
を
考
え
る
議
連
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
お
目
に
か

か
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
感
謝
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
小
生
も
議
連
立
ち

上
げ
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

憲
法
改
正
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。
（愛
知
県
議
会
議
員 

南
部
ふ
み
ひ
ろ
） 

 

演台にお座りの発起人は、写真左から坂田憲治県議、 
水野富夫県議、直江弘文県議、神野博史県議団団長、小生 

映画を観ている様子 

 

日
本
会
議
名
古
屋
北
支
部
定
例
会
を
開
催 

去
る
三
月
十
九
日
、
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、

日
本
会
議
名
古
屋
北
支
部
の
定
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
森
藤
左
ェ
門

氏
が
、
愛
知
県
本
部
理
事
長
と
名
古
屋

北
支
部
長
を
兼
任
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後

は
愛
知
県
本
部
理
事
長
に
専
念
す
る
た

め
、
名
古
屋
北
支
部
長
を
辞
し
て
、
後
任

を
南
部
文
宏
愛
知
県
議
会
議
員
に
指
名

す
る
旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
員
の
了
承
を

得
た
。
当
日
は
、
公
職
者
五
名
の
参
加
が

あ
り
、
今
後
の
支
部
活
動
に
対
す
る
期

待
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
（因
み

に
、
名
古
屋
北
支
部
の
エ
リ
ア
は
、
名
古

屋
市
千
種
区
・名
東
区
・千
種
区
の
衆
議

院
愛
知
第
二
選
挙
区
で
あ
る
）そ
の
後
は
、

憲
法
改
正
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
を

上
映
し
、
活
発
な
意
見
交
換
会
が
持
た

れ
た
。
（愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

服
部 

守
孝
） 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■５月３日（日）午前８時開始、終了後、月次祭参列。 
■引き続き６月５日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿の木
枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中止
になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者の
服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★４月３日は、１８名の方に参加していただきました。そ
の後、神武天皇2600年祭遥拝式に参加させていただ
きました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（４月３日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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事
務
局
日
誌 

（三
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

六
日
（日
）第
七
十
八
回
愛
知
縣
護
國
神

社
清
掃
奉
仕
に
十
三
名
が
参
加
。
内
三

名
の
方
が
初
参
加
で
あ
っ
た
。
来
月
は
、

桜
満
開
の
下
で
の
ご
奉
仕
と
な
る
。 

七
日
（月
）上
京
。
竹
田
恒
泰
氏
の
結
婚

祝
賀
会
に
参
列
。
会
場
の
帝
国
ホ
テ
ル
に

は
、
各
界
著
名
人
や
関
係
者
が
五
百
名

参
集
。
盛
大
な
会
だ
っ
た
。 

八
日
（火
）サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
大
使
館
を

表
敬
訪
問
。
マ
ン
リ
オ
・カ
デ
ロ
大
使
に
久

し
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
り
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
る
。
昼
食
会
を
開
い
て
下
さ
っ
た
上

に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
頂
戴
し
た
。
私
の
よ

う
な
一
野
人
を
、
い
つ
も
暖
か
く
迎
え
て

下
さ
る
大
使
の
お
人
柄
に
感
泣
し
て
辞
す
。

い
つ
か
は
何
か
で
ご
恩
を
お
返
し
し
た
い
と

切
に
思
う
。 

十
一
日
（金
）あ
い
ち
通
信
四
月
号
の
印

刷
・発
送
を
済
ま
せ
る
。
カ
ラ
ー
印
刷
に

し
て
一
年
と
な
る
が
、
会
員
の
方
よ
り
「い

つ
も
読
ん
で
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

十
四
日
（月
）岐
阜
県
可
児
市
で
開
催
さ

れ
た
「憲
法
改
正
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
」
に
参

加
。
終
了
後
、
憲
法
改
正
運
動
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

西
日
本
巡
礼
の
旅
、
八
日
目
は
宮
崎
県

日
向
市
か
ら
大
分
県
に
入
り
、
宇
佐
神

宮
を
参
拝
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
五 

十
五
日
（火
）日
本
女
性
の
会
愛
知
三
月
例

会
に
参
加
。
憲
法
改
正
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ダ
イ
ジ
エ
ス

ト
版
の
上
映
、
西
村
会
長
に
よ
る
「神
話
の
お

話
し
」
、
平
岩
副
会
長
に
よ
る
「唱
歌
指
導
」

な
ど
が
あ
っ
た
。 

十
七
日
（木
）愛
知
県
議
会
文
教
委
員
会
を

傍
聴
。
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
た
教
科
書
謝

礼
問
題
に
つ
い
て
、
直
江
弘
文
議
員
が
質
問
に

立
た
れ
た
。
愛
知
県
も
例
外
で
は
な
く
、
県

内
の
百
二
十
九
人
が
謝
礼
を
受
け
取
っ
て
い

た
事
実
が
発
覚
し
て
い
た
。
直
江
議
員
は
「こ

れ
は
買
収
で
明
ら
か
な
犯
罪
行
為
。
子
ど
も

ら
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
」
と
厳
し
く
追
及
。

こ
れ
に
対
し
て
教
育
長
は
、
処
分
を
明
言
し
て

陳
謝
。
胸
の
す
く
思
い
だ
っ
た
。
長
年
、
教
科

書
問
題
を
取
り
組
ん
で
来
た
が
、
積
年
の
怨

み
が
晴
ら
さ
れ
た
。 

二
十
一
日
（月
）三
連
休
最
終
日
。
午
前
中
、

覚
王
山
駅
に
お
い
て
「北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た

日
本
人
を
救
出
す
る
」
署
名
活
動
に
参
加
。

東
郷
哲
也
前
衆
議
院
議
員
も
応
援
に
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
。 

二
十
三
日
（水
）愛
知
県
議
会
自
民
党
県
議

団
五
十
七
名
全
員
参
加
の
「憲
法
改
正
を
考

え
る
愛
知
県
議
会
議
員
連
盟
」
が
発
足
し
た

と
、
南
部
県
議
よ
り
吉
報
が
入
る
。 

二
十
九
日
（火
）用
務
に
て
愛
知
県
神
社
庁

を
訪
問
し
、
熱
田
神
宮
を
参
拝
。
新
年
度
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
更
な
る
国
民
運
動
へ
の
ご

加
護
と
お
導
き
を
お
祈
り
し
た
。 

そ
れ
か
ら
福
岡
空
港
に
家
族
を
迎
え
に

行
き
ま
し
た
。
別
府
、
湯
布
院
、
阿
蘇
、

高
千
穂
、
博
多
を
三
泊
で
観
光
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
高
千
穂
に
は
天
の
真
名

井
、
槵
觸
（く
し
ふ
る
）神
社
、
四
皇
子

峰
、
高
天
原
遥
拝
所
、
天
岩
戸
神
社
と

そ
の
境
内
に
あ
る
天
安
河
原
遥
拝
所

等
々
、
神
話
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数

多
く
あ
り
古
事
記
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り

浸
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
福
岡
空
港
に
家
族
を
送
り
再
び

一
人
旅
に
。
佐
賀
県
唐
津
市
呼
子
町
の

田
島
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
御
祭
神

は
宗
像
三
神
と
同
じ
田
島
三
神
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
そ
れ
か
ら
長
崎
県

に
入
り
平
戸
で
一
泊
、
翌
日
に
大
村
湾

を
望
む
地
の
住
吉
本
宮
を
参
拝
し
ま
し

た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
そ
の
後
一
気

に
下
関
ま
で
戻
り
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
二
度
目
の
下

関
泊
、
下
関
と
い
え
ば
「フ
グ
」
な
の
で
す

が
、
フ
グ
づ
く
し
な
ん
て
贅
沢
し
て
い
る

余
裕
は
な
い
の
で
せ
め
て
フ
グ
刺
し
だ
け

で
も
食
べ
よ
う
と
「し
の
だ
」
と
い
う
フ
グ

料
理
店
に
入
り
ま
し
た
。
フ
グ
刺
し
は
コ

リ
コ
リ
し
て
何
と
も
言
え
な
い
よ
い
食
感

で
す
。
な
ん
と
こ
の
店
の
大
将
は
奥
さ
ん

を
安
倍
晋
太
郎
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
と 

い
う
バ
リ
バ
リ
の
安
倍
総
理
応
援
団
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
憲
法
改
正
署
名
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

旅
も
い
よ
い
よ
十
三
日
目
と
な
り
ま
し

た
。
下
関
で
こ
れ
か
ら
の
行
程
に
つ
い
て

悩
み
ま
し
た
。
中
国
地
方
、
四
国
地
方

の
陵
墓
を
す
べ
て
参
拝
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
悩
ん
だ
末
、
今
回
は
岡
山

県
、
山
陰
地
方
は
あ
き
ら
め
て
広
島
県
、

四
国
地
方
、
兵
庫
県
の
陵
墓
を
参
拝

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
安

芸
の
宮
島
、
宮
島
口
駅
の
あ
た
り
を
目

指
し
ま
す
。
後
伏
見
天
皇
八
世
皇
孫 

の
任
助
親
王
の
お
墓
で
す
。
伏
見
宮
貞

敦
親
王
の
第
四
皇
子
、
時
は
戦
国
時

代
、
第
二
十
代
の
御
室
仁
和
寺
門
跡

門
主
で
あ
り
、
厳
島
御
室
と
呼
ば
れ
親

し
ま
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
地
で
お

隠
れ
に
な
り
ま
し
た
。
合
掌
。 

宮
島
口
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
十
五
分
、
宮

島
に
わ
た
り
厳
島
神
社
を
参
拝
し
ま

し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

こ
れ
か
ら
四
国
に
渡
り
ま
す
。
し
ま
な

み
海
道
を
走
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
何
度

も
走
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

た
び
に
瀬
戸
内
海
が
運
河
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
古
代
は
陸
上
交
通

よ
り
も
っ
ぱ
ら
海
上
交
通
が
盛
ん
で
、

そ
れ
こ
そ
物
流
に
つ
い
て
言
え
ば
、
鉄
道

網
、
高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
ま
で

つ
い
何
十
年
前
ま
で
海
上
交
通
が
メ
イ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。 

今
治
イ
ン
タ
ー
か
ら
西
に
三
キ
ロ
ほ
ど

走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
後
醍
醐
天

皇
皇
子
尊
真
親
王
の
大
井
陵
墓
参
考

地
で
す
。
西
日
本
に
南
朝
方
勢
力
を

拡
げ
る
べ
く
尊
真
親
王
は
満
良
親
王
、

懐
良
親
王
と
共
に
こ
の
地
ま
で
来
ま
し

た
が
北
朝
方
と
の
戦
で
負
傷
し
ま
し
た
。

満
良
親
王
は
こ
こ
か
ら
南
下
し
伊
予
の

山
中
で
あ
る
浮
穴
郡
に
進
み
、
征
西
将

軍
と
な
る
懐
良
親
王
は
九
州
へ
と
進
み

ま
し
た
が
、
負
傷
し
た
尊
真
親
王
は
こ

の
地
に
留
ま
り
二
年
後
に
お
隠
れ
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
御
霊
は
す
ぐ
近
く

の
大
井
八
幡
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。
こ
の
日
は
今
治
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

名古屋市会が全会一致で可決！ 
 

 名城住宅跡地は文教地区として整備へ 
中国の領事館建設は事実上不可能に 

 
 
 
長年の保守団体、有志の粘り強い運動によって、ようやく中国領事館建
設問題に決着がつきました。 
尽力された多くの皆様に心より感謝申し上げます。 


